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　一斉改選を迎えました。
　みなさまには、これまで民生委員・児童委員として様々
な生活課題に向き合い、支援活動を続けていただきました
ことに、心よりお礼を申し上げます。
　現在、人口減少、孤独孤立、こどもをめぐる痛ましい事
件等々、社会的に厳しい課題が顕在化しており、人と人と
のつながりを再構築し、あらゆる人々との多様なネット
ワークづくりが重要だといわれています。
　改選を迎え、あらためてこれまでのご協力に感謝をいたしますと共に、新
たに委嘱を受ける仲間と共に、民生委員制度を守り発展させていただきたい
と思います。
　忘れてならないのは、活動を楽しむ心の持ち方です。誰もが気軽に参加で
きる組織こそが継続性を生み、そのことにより地域の信頼形成が得られると
考えています。
　民生委員制度創設110周年に向け、歩みを進めていただくことを願います。
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支
え
あ
う

住
み
よ
い
社
会

地
域
か
ら

く
ま
も
と
市

民
児
協
だ
よ
り

熊本市民生委員児童委員協議会　
会長　小山　登代子

一人ひとりの
　笑顔のつながりを求めて

「
後
任
者
へ
の
引
継
ぎ

 

済
み
ま
し
た
か
？
」

一
斉
改
選

「
民
生
委
員
協
力
員
制
度
」
が

 

始
ま
り
ま
し
た
！

南
区
力
合
・
力
合
西
校
区
民
児
協
　
　

前
田
　
哲
明

　

一
斉
改
選
に
伴
い
、
退
任
者
は
熊
本
市
に
返

却
す
る
も
の
の
ほ
か
「
活
動
の
手
引
き
」
な
ど

資
料
の
引
継
ぎ
と
と
も
に
、
担
当
地
区
の
支
援

が
必
要
な
住

民
の
情
報
や
、

こ
れ
ま
で
の

支
援
活
動
の

内
容
な
ど
を

後
任
者
へ
引

継
ぐ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

住
民
へ
の

支
援
が
途
切

れ
る
こ
と
な

く
円
滑
に
継

続
し
、
引
き

継
い
だ
後
も

住
民
の
方
々

が
安
心
し
て

生
活
で
き
る

よ
う
サ
ポ
ー

ト
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
が

重
要
で
、
引

継
ぎ
は
最
後

の
任
務
で
も

あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
８
月
よ
り
熊
本
市
に

お
い
て「
民
生
委
員
協
力
員
制
度
」

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り

て
不
足
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、

課
題
解
決
の
た
め
に
は
新
た
な
担

い
手
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
委
嘱

を
受
け
て
い
る
委
員
の
「
負
担
を

軽
減
」
し
、
長
く
活
動
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
・
市
社
協
・
市
民
児

協
に
よ
る
三
者
協
議
を
重
ね
、
委

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
制
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
力
員
は
市
の
要
綱
に
基
づ
き
、
市
長
が
委
嘱
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。活
動
内
容
と
し
て
は
地
域
の
見
守
り
訪
問
、子
育
て
サ
ー

ク
ル
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
の
参
加
・
協
力
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

協
力
員
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
相
談
対
応
な
ど
本
来
の
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
協
力
員
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
軽
減
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
「
担
い
手
の
育
成
」
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
く
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。
効
果
が
み
え
て
く
る
の
は
こ

れ
か
ら
に
は
な
り
ま
す
が
、
制
度
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
市
・

市
社
協
・
市
民
児
協
の
三
者
で
協
力
し
合
い
、
良
い
方
向
に
進

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【会長用の引継事項確認書】 【委員共通用の引継ぎ事項確認書】
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つ 

な 

ぐ

中
央
区
民
児
協
　
会
長

　
西
村

　
辰
則

　

中
央
区
民
児
協
会
長
を
引
き
受
け
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
は
昨
年
7
月
の
三
者
協
議
と
理
事
会
。
戸
惑
い
な
が

ら
意
見
を
言
え
ず
会
議
を
聞
く
だ
け
で
精
一
杯
の
状
態
で
し
た
。

こ
の
点
は
今
も
変
わ
ら
ず
、
中
央
区
会
長
に
正
確
な
情
報
を
お

知
ら
せ
し
、
各
校
区
に
つ
な
ぐ
た
め
、
理
事
会
会
議
録
に
目
を

凝
ら
し
て
眺
め
資
料
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
一
斉
改
選
の
年
。
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
会
長
さ
ん
並

び
に
卒
業
を
迎
え
ら
れ
る
各
校
区
の
委
員
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で

会
長
会
や
校
区
で
充
分
に
力
を
発
揮
さ
れ
、
貴
重
な
ご
意
見
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
に
衷
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
住
民
を
つ
な
ぐ
の
が
民
児
協
。
今
後
は
ご
卒
業

の
皆
様
と
新
会
長
・
新
委
員
の
皆
様
が
つ
な
が
り
、
会
が
益
々

発
展
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

単
位
民
児
協
の
交
流
を
促
進

南
区
民
児
協
　
会
長

　
野
口
志
津
子

　

今
期
（
令
和
５
〜
７
年
）
の
研
修
会
は
単
位
民
児
協
同
士
の

交
流
及
び
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
内
容
を
企
画
し
ま

し
た
。
中
学
校
区
圏
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
地
域
課
題
で
も

あ
り
ま
た
取
り
組
み
が
で
き
て
い
な
い
不
登
校
を
テ
ー
マ
に
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
不
登
校
の
現
状
を
知
り
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
の
支
援
活
動
が

で
き
る
よ
う
市
教
育
委
員
会
、
子
ど
も
局
、
小
中
学
校
の
方
々

に
相
談
・
協
力
を
得
て
２
年
間
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

研
修
終
了
後
は
学
校
と
の
連
携
が
少
し
ず
つ
と
れ
る
よ
う
に
な

り
支
援
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
た
単
位
民
児
協
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
が
実
施
で
き
た
の
は
、
南
区
会
長
の
皆
様
が
課

題
意
識
を
も
ち
、
解
決
の
た
め
の
研
修
会
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
会
長
会
が
一
丸
と
な
っ
て

地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
研
修
会
を
次
期
会
長
会
に
も

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
活
動
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て

北
区
民
児
協
　
会
長

　
津
地
　
尚
文

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で
相
談
に
の
り
、
必
要
な
情
報
の
提
供

や
援
助
を
行
う
地
域
福
祉
の
重
要
な
担
い
手
で
す
が
、
や
は
り

委
員
自
身
が
活
動
を
楽
し
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

北
区
民
児
協
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
仲
良
く
、
楽
し
く
」、
単
位

民
児
協
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
会
長
会
な
ど
す
べ
て
の
活
動
に

参
加
す
る
人
が
仲
良
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
を
楽
し
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

委
員
自
身
が
楽
し
く
活
動
で
き
る
こ
と
は
い
い
支
援
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

出
前
講
座
を
開
催

　
　
　
　
　
　
西
区
民
児
協
　
会
長

　

村
山

　
　
寛

　

3
年
前
の
一
斉
改
選
後
、
新
任
委

員
の
研
修
を
主
目
的
に
出
前
講
座
を

始
め
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
西
区
福

祉
課
、
保
健
こ
ど
も
課
、
保
護
課
、

市
社
協
西
区
事
務
所
、
市
高
齢
者
支

援
セ
ン
タ
ー
、
市
障
が
い
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
6
団
体
に
9
校
区
の

単
位
民
児
協
の
定
例
会
に
順
番
に
ま

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
30
分
〜
1
時
間
、

自
団
体
の
紹
介
を
含
め
た
講
義
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
6
ヶ
月
に
わ
た

る
長
丁
場
で
し
た
が
、
そ
れ
な
り
の

効
果
は
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
一
斉
改
選
後
も
こ
の
出
前
講

座
を
計
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
西
区
会
長
会
の

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、

9
名
の
各
単
位
民
児
協
会
長
及
び
西

区
役
所
福
祉
課
、
保
健
こ
ど
も
課
、

市
社
協
西
区
事
務
所
の
皆
さ
ん
に

入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の

連
絡
事
項
な
ど
に
活
用
し
て
お
り
、

情
報
の
共
有
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
斉
改
選
後
、
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
活
用
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
日
の
活
力
の
源東

区
民
児
協

　
会
長

　
枦
木

　
孝
一

　
「
お
は
よ
う
」「
忘
れ
物
は
な
い
ね
」。
毎
朝
7
時
10
分
か
ら

8
時
ま
で
、
こ
ど
も
達
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
近
く
の
交
差

点
で
、
朝
の
あ
い
さ
つ
・
見
守
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
少
子
化

が
進
む
中
、今
年
は〝
黄
色
ぼ
う
し
〞が
増
え
て
き
ま
し
た
。「
見

守
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
行
っ
て
き
ま
す
」。
こ
ど
も

達
の
明
る
い
表
情
、
元
気
な
声
に
一
日
の
活
力
を
見
出
し
て
い

ま
す
。

　

談
笑
し
な
が
ら
の
子
、
手
を
つ
な
い
で
い
く
子
、
つ
ま
ず
い

て
膝
を
す
り
む
い
て
い
く
子
。
暑
か
ろ
う
が
寒
か
ろ
う
が
、
雨

の
日
も
風
の
日
も
こ
ど
も
達
は
登
校
し
て
い
き
ま
す
。
登
校
時

に
顔
の
見
え
な
か
っ
た
こ
ど
も
は
気
に
か
か
り
ま
す
。
後
で
、

様
子
を
伺
い
に
尋
ね
て
み
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

　

日
一
日
と
成
長
し
て
い
く
こ
ど
も
達
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

担
う
こ
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
今
日
も
「
横
断

中
」
の
旗
を
持
っ
て
「
気
を
つ
け
て
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」。

退
任
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

視点 －活動を振り返って－
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西
区
池
田
校
区
民
児
協

　
浦
郷

　
文
子

　

乳
児
名
簿
は
令
和
5
年
10
月
か
ら
3
ゕ
月
に
1
回
、

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
田
校
区
で
は
名
簿
は
会
長

と
主
任
児
童
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
委
員
は
児
童
票
と
、
訪
問
す
る
際
に
配
付
す

る「
地
域
の
子
育
て
応
援
団
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、「
す

く
す
く
サ
ー
ク
ル
年
間
行
事
」
の
プ
リ
ン
ト
を
セ
ッ

ト
に
し
て
準
備
し
、
訪
問
時
に
活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
票
の
管
理
は
、
担
当
委
員
が
児
童
票
に
乳
児

名
簿
か
ら
情
報
を
記
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
黄
色
の

フ
ァ
イ
ル
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
は
、
担
当
委
員
が
保
護
者
に
連
絡
を
入
れ
、

担
当
委
員
と
も
う
1
人
（
同
じ
町
内
の
児
童
委
員
か

主
任
児
童
委
員
）
が
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

2
度
目
の
訪
問
に
は
、
1
歳
の
お
誕
生
月
に
お
し

り
ふ
き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
案
内

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
1
年
間
、
取
り
組
み
を
行
う

中
で
、
1
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
お

母
さ
ん
も
職
場
復
帰
さ
れ
て
い
て
会
え
な
い
、
留
守

の
時
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ポ
ス
ト
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
入
ら
な
い

な
ど
の
課
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
令
和
7

年
度
か
ら
は
1
回
目
の

訪
問
の
時
に
く
ま
の
形

の
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
に

変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
赤

ち
ゃ
ん
の
成
長
を
地
域

で
見
守
り
な
が
ら
、
小

学
校
入
学
の
時
な
ど
、

こ
ど
も
達
の
成
長
の
節

目
に
会
え
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
央
区
出
水
南
校
区
民
児
協

　
豊
田

　
典
子

　

一
斉
改
選
を
間
近
に
し
た
5
月
26
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な

り
て
不
足
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
山
口
県
民
児
協
を
訪
問
し
、
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

山
口
県
民
児
協
で
は
令
和
4
年
の
改
選
時
に
1
5
9
人
の
欠
員
が
生

じ
、
そ
の
う
え
、
後
任
が
決
ま
っ
て
も
推
薦
に
困
難
が
生
じ
た
り
、
地

域
に
よ
っ
て
は
な
り
て
確
保
の
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

対
策
と
し
て
令
和
5
年
10
月
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、「
民
生
委

員
の
な
り
て
確
保
取
組
集
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

1 　

有
職
者
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る

よ
う
、
定
例
会
の
曜
日
や
時
間
の
調
整
、
係
の
見
直
し
な
ど
を
工
夫

す
る
。

2 　

若
手
の
な
り
て
が
少
な
く
高
齢
の
民
生
委
員
が
多
い
た
め
、
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
れ
ば
定
年
を
85
歳
と
し
た
。

3 　

輪
番
制
の
導
入
。
複
数
の
自
治
会
を
担
当
す
る
場
合
は
、
関
係
自

治
会
が
輪
番
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
選
出
す
る

な
ど
、
仕
組
み
の
見
直
し
を
行
う
一
方
、
広
報
誌
や
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
地

区
に
配
付
し
、
周
知
啓
発
に
努
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
山
口
県
独
自
の
活
動
と
し
て
「
福
祉
員
活
動
」
や
「
ふ
れ
あ
い

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
員
は
地
域
住
民

の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、
市
町
ま
た
は
地
区
社
協
会
長
か
ら
委
嘱
を
受
け

て
活
動
す
る
「
小
地
区
福
祉
活
動
の
推
進

者
」
の
こ
と
、「
ふ
れ
あ
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
運
動
」
は
地
域
住
民
の
中
で
見

守
り
や
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
を
把

握
し
、
地
域
の
中
で
近
隣
住
民
、
自
治
会
、

福
祉
員
、
専
門
職
な
ど
地
域
の
関
係
者
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
関
係
者
と
共
に

対
象
者
を
見
守
り
支
援
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
熊
本
市
が
今
年
度
か
ら
始
め

た
「
民
生
委
員
協
力
員
制
度
」
や
「
避
難

行
動
要
支
援
者
制
度
」
の
活
用
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

乳
児
名
簿
の
活
用

な
り
て
確
保
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
つ
い
て
学
ぶ

〜
熊
本
市
民
児
協
会
長
視
察
研
修
〜

◆
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

令
和
６
年　

秋
の
褒
章

　

藍
綬
褒
章　

久
保
田
節
子　

中
央
区
（
帯　

山
）

　
　
　
　
　
　

内
原
富
美
子　

北　

区
（
高
平
台
）

令
和
７
年　

春
の
褒
章

　

藍
綬
褒
章　

山
隈　

保
美　

東　

区
（
健
軍
東
）

◆
各
種
表
彰
被
表
彰
者
一
覧

〈
令
和
６
年
度
社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
〉

　

・
湯
田　

純
子　

中
央
区
（
壺　

川
）

　

・
岡
本　

祐
子　

東　

区
（
画　

図
）

　

・
内
藤　

洋
子　

東　

区
（
健　

軍
）

〈
令
和
６
年
度
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
〉

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰

　

・
湯
田　

純
子　

中
央
区
（
壺　

川
）

　

・
内
藤　

洋
子　

東　

区
（
健　

軍
）

〈
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
〉

◎
優
良
民
児
協
表
彰

　

令
和
６
年
度

　
　

西
区　

池
田
校
区
民
児
協

　

令
和
７
年
度

　
　

南
区　

飽
田
地
区
民
児
協

◎
永
年
勤
続
単
位
民
児
協
会
長
表
彰

　

令
和
６
年
度

　
　

浦
川
眞
理
子　

中
央
区
（
帯
山
西
）

　

令
和
７
年
度

　
　

西
村　

辰
則　

中
央
区
（
慶　

徳
）

　
　

小
山
登
代
子　

北　

区
（
城　

北
）

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰

　

令
和
６
年
度
（
３
名
）

　

令
和
７
年
度
（
18
名
）

◎
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

　

令
和
６
年
度
（
72
名
）

　

令
和
７
年
度
（
21
名
）

〈
九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰
〉

　

・
令
和
６
年
度
（
６
名
）

　

・
令
和
７
年
度
（
56
名
）

〈
令
和
６
年
度
熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

 

（
熊
本
県
知
事
表
彰
）〉 

（
4
名
）

〈
令
和
６
年
度
熊
本
市
有
功
者
表
彰
〉 

（
14
名
）

（
敬
称
略
）
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慶
徳
校
区
民
児
協

　
小
山
　
依
子

障
が
い
者

 
サ
ポ
ー
タ
ー
学
習
会

　

こ
こ
は
、
地
域
協
力
参
加
型
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
熊
本
駅
の
す
ぐ
近
く
森
都
心
プ
ラ

ザ
図
書
館
内
に
あ
り
ま
す
。

　

大
き
く
変
わ
る
街
、
春
日
で
、
子
育
て
支
援

に
頑
張
る
地
域
と
子
育
て
中
の
保
護
者
、
関
係

機
関
が
一
致
団
結
し
「
大
切
な
命
を
一
緒
に
育

て
て
い
こ
う
」
を
目
標
に
長
い
年
月
を
か
け
て

市
に
陳
情
し
熱
い
思
い
を
受
け
て
開
所
さ
れ
た

場
所
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
４
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
が
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
月
一
回
主
任
児
童
委
員
も
参
加

す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
の
合
同
サ

ロ
ン
、
年
度
末
に
は
駅
前
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
代

表
、
保
健
師
、
近
隣
の
主
任
児
童
委
員
等
が
集

ま
り
情
報
交

換
・
共
有
を

行
っ
て
い
ま

す
。
み
ん
な

で
繋
が
り
支

え
あ
え
る
大

切
な
場
所
に

な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
も
一

度
遊
び
に
来

ら
れ
ま
せ
ん

か
？
ほ
っ
こ

り
し
ま
す
よ
。

　

昨
年
11
月
中
旬
頃
に
小
学
校
よ
り
コ
ス
モ
ス
学
級
（
特
別
支
援
学
級
）
の
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
（
登
校
後
の
用
具
の
片
付
け
、
子
ど
も
の
様
子
を
見
る
、

声
掛
け
）
手
伝
い
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
全
委
員
に
詳
し
い
内
容
を
正
し
く

伝
え
る
た
め
に
【「
こ
ど
も
の
見
守
り
」
募
集
の
お
願
い
】
と
い
う
文
章
を
作

成
し
て
頂
き
、
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。
ど
の
く
ら
い
の
応
募
が
あ
る
か
気
が

か
り
で
し
た
が
、幸
い
な
こ
と
に
７
名
の
応
募
が
あ
り
、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
登
録
し
、
12
月
か
ら
朝
の
見
守
り
活
動
を
始
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
初
め
て
会
う
子
ど
も
達
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
子
ど
も

達
か
ら
も
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
見
守
り
に
行
く
私
達
も

子
ど
も
達
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
学
校
に
行
く
の
が
楽
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

3
か
月
半
ば
が
過
ぎ
、
卒
業
式
間
近
の
あ
る
日
、
朝
の
会
の
時
間
に
、
子
ど

も
達
か
ら
の
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、

一
生
懸
命
に
「
き
ら
き
ら
星
」
を
演
奏
す
る
子
ど
も
達
の
姿
に
感
動
で
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
子
ど
も
達
と
一
緒
に
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
お
気
持
ち
が
あ
り
が
た
く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

委
員
の
一
人
が
「
進
級
お
め
で
と
う
」
と
記
し
た
手
作
り
の
首
か
け
用
メ
ダ

ル
を
作
っ
て
準
備
さ
れ
た
の
で
、
子
ど
も

達
一
人
一
人
に
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
出

来
、
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
4
月
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
1
年

生
の
見
守
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
初
め

て
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
達
の
不
安
な
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
て
声
掛
け
や
支
援
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
の
健
全
な

成
長
を
支
え
・
守
り
・
育
て
て
い
く
地
域

の
〝
子
育
て
応
援
団
〞
と
し
て
の
私
た
ち

の
活
動
が
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
幸
い

で
す
。

秋
津
校
区
民
児
協

　
古
閑
　
恵
子

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

　

令
和
7
年
6
月
3

日
、
慶
徳
小
学
校
障

が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー

学
習
会
に
3
・
4
年

生
と
一
緒
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
障
が
い
の

種
類
、
公
共
の
援
助
、

障
が
い
者
の
方
の
生

活
な
ど
の
話
を
熊
本
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
ち
ゅ
う
お
う
の
園
田
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
ッ
ツ
レ
ン
タ
・
桜
十
字
グ
ル
ー

プ
の
黒
田
さ
ん
に
指
導
を
受
け
、
視
覚
障
が
い

体
験
、
車
い
す
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
こ
れ
か
ら
は
困
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
手
助
け
を
し
た
い
。」「
体
験
し

て
障
が
い
の
あ
る
人
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
。」

「
友
達
の
ゆ
っ
く
り
座
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
声

か
け
が
う
れ
し
か
っ
た
。」

　

と
の
感
想
が
あ
り
学
習
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

私
も
民
児
協
の
会
長
と
ペ
ア
に
な
り
視
覚
障

が
い
体
験
を
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も
一
緒
に
活

動
し
て
い
る
会
長
の
丁
寧
な
声
か
け
で
安
心
感

が
あ
り
ま
し
た
。

　

物
理
的
な
バ
リ
ア
（
障
が
い
）
も
で
す
が
、

心
の
バ
リ
ア
も
減
ら
す
こ
と
が
地
域
共
生
社
会

に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
実
感
で
き
る
よ
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

中 央 区

東 区

春
日
校
区
民
児
協

　 

　
　
　
　

松
倉
麻
美
・
宮
本
美
智
子

〝
ほ
っ
こ
り
〞

「
駅
前
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

西 区
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川
尻
校
区
の
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足
当
時

（
平
成
14
年
）
は
、
校
区
の
各
種
団
体
が
参
加
・
支
援
し
、

主
任
児
童
委
員
を
中
心
に
、
子
育
て
活
動
団
体
や
校
区
内

の
幼
・
保
・
小
・
中
・
高
校
等
も
参
加
し
て
、
地
域
の
子

育
て
情
報
や
課
題
等
の
共
有
の
た
め
の
意
見
交
換
会
（
年

2
回
）
や
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
等
も
開
催
す
る
な
ど
し
て
い

ま
し
た
。

　

現
在
は
自
治
協
議
会
に
子
育
て
部
会
が
設
け
ら
れ
、
主

任
児
童
委
員
が
事
務
局
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
子
育

て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
各
種
団
体
・
関
係

機
関
・
学
校
等
と
の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
や
課
題
の
共

有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
校
区
の
子
育
て
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
各
町
内
会
を
通
し
て
、
地

域
全
体
と
し
て
子
ど
も
の
見
守
り
を
進
め
て
い
く
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

川
尻
校
区
民
児
協

　
岡
　
　
裕
二

川
尻
校
区
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
動
に
つ
い
て

楡
木
校
区
民
児
協

　
主
任
児
童
委
員

　
藤
本
亜
紀
子

若
葉
校
区
民
児
協

　
主
任
児
童
委
員

　

入
江
　
紀
子

子
育
て
マ
マ
の

 

交
流
の
場

子
育
て
サ
ロ
ン
の
玩
具
を
調
達

 

い
き
い
き
市
民
福
祉
基
金
助
成
金
を
活
用

　

楡
木
校
区
で
は
、
毎
月
第
4
木
曜
日
に
子
育
て

サ
ロ
ン
『
ニ
ッ
キ
ー
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
』
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
年
に
3
回
ほ
ど
地
域
の

方
に
体
験
や
製
作
の
講
師
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

人
気
が
あ
り
毎
年
行
っ
て
い
る
の
が
『
親
子
で
思

い
出
作
り
〜
手
型
足
型
陶
芸
プ
レ
ー
ト
作
り
』
で

す
。
講
師
は
陶
芸
教
室
を
さ
れ
て
い
る
地
域
の
方

で
す
。
マ
マ
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

て
、
子
ど
も
の
手
型
足
型
を
と
っ
た
あ
と
、
飾
り

つ
け
を
し
て
い
き
ま
す
。
途
中
で
ぐ
ず
っ
た
り
泣

い
た
り
し
た
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
出
番
で
す
。
声
か
け
や
、
抱
っ
こ
を
し
て

マ
マ
た
ち
が
集
中
し
て
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
マ
マ
た
ち
か
ら
は
「
こ
ん

な
に
集
中
し
て
何
か
を
し
た
の
は
久
し
ぶ
り
で
し

た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と
嬉
し
い
言
葉
も
聞

か
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ニ
ッ
キ
ー
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
が

マ
マ
た
ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
に
、
そ
し
て
地

域
の
方
と

の
交
流
の

場
に
な
る

よ
う
に
工

夫
し
て
い

き
た
い
と

思
っ
て
い

ま
す
。

　

若
葉
校
区
民
児
協
で
は
毎
月
第

3
木
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
若

葉
コ
ミ
セ
ン
や
最
寄
り
の
保
育
園

で
主
任
児
童
委
員
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
〝
ち
び
く
ま
ク

ラ
ブ
〞
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
震

災
後
、
転
入
し
て
き
た
新
米
マ
マ

の
集
え
る
場
と
し
て
の
参
加
が
み

ら
れ
る
ほ
か
、
校
区
外
か
ら
の
参

加
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

保
健
こ
ど
も
課
と
連
携
し
、
歯
科
衛
生
士
や
管
理
栄
養
士
、
言

語
聴
覚
士
の
講
話
な
ど
、
子
育
て
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
当
日
の
乳
幼
児
の
お
世
話
は
ス
タ
ッ
フ
が
担
当

し
ま
す
。
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
は
こ
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
玩
具
で

す
が
、
既
存
の
物
は
古
く
て
破
損
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
新
し
い
玩
具
の
購
入
を
計

画
し
ま
し
た
。

　

資
金
と
し
て
、
熊
本
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
「
い
き
い
き
市
民
福
祉
基

金
助
成
金
」
を
申
請
し
ま
し
た
。
交

付
さ
れ
た
資
金
で
清
潔
で
乳
幼
児
の

発
育
に
活
か
せ
る
木
製
の
多
く
の
玩

具
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

並
ん
だ
〝
お
も
ち
ゃ
〞
を
手
に
し
た

こ
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
笑
顔
に
心

が
和
む
サ
ロ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

南 区

北 区

紹 介
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中央区

出
水
校
区
民
児
協

　
宇
野
　
幸
子

己
の
如
く
汝
の
隣
を
愛
す
べ
し

託
麻
東
校
区
民
児
協

　
中
島
ヒ
サ
子
東　区

　

令
和
７
年
７
月
７
日
と
７
並
び
の
快
晴
の
日
に
、
山

鹿
市
の
障
害
者
支
援
施
設
「
愛
隣
館
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

前
半
は
三
浦
貴
子
館
長
よ
り
、
施
設
の
歴
史
と
現
在
の

様
子
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
伺
い
、
後
半
は
館
内
の

見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
事
業
内
容
は
、
発
達
相
談
支
援
か
ら
一
般
の

デ
イ
ケ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
入
所
施
設
・
多
機
能

型
事
業
所
・
地
域
活
動
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
す

べ
て
の
利
用
者
の
自
立
と
生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
時
、
音
楽
や
陶
芸
を
楽
し
む
方
々
は
入
所
か
通

所
か
わ
か
ら
な
い

く
ら
い
、
自
由
に

行
き
来
さ
れ
溢
れ

る
笑
顔
で
活
動
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
寄
り
添
う

ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
高
い
専
門
性
と

意
識
を
感
じ
、
わ

が
身
を
振
り
返
り

反
省
し
ま
し
た
。

　
【
己
の
如
く
汝

の
隣
を
愛
す
べ
し
】

の
理
念
を
基
に
、

地
域
と
一
緒
に
活

動
さ
れ
る
姿
に
民

生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
学
ぶ
こ

と
が
多
い
研
修
に

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
６
月
３
日
14
時
か
ら
西
部
公
民
館
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト
代
表　

山
下
祈
恵
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
「
親
を
頼
れ
な
い
こ
ど
も
と
若
者
た
ち
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
て
、
西
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
全
体
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ナ
リ
ビ
ト
は
、
親
を
頼
れ
な
い
10
代
〜
20
代

の
若
者
の
様
々
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て

お
ら
れ
、
日
々
の
活
動
の
様
子
や
熊
本
の
こ
ど
も
や
若
者
た
ち

の
現
状
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
こ
ど
も
は
親

元
で
生
活
す
る
の
が
当
た
り
前
」
や
、「
保
護
者
（
親
）
が
い

る
の
が
当
た
り
前
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
世
間
一
般
の
「
当
た

り
前
」
か
ら
か
け
離
れ
た
状
況
に
い
る
こ
ど
も
や
若
者
が
大
勢

い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
社
会
制
度
の
未
熟
さ
や
、頼
り
先
・

支
援
が
少
な
い
現
実
を
知
り
、
児
童
委
員
や
主
任
児
童
委
員
と

し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
か
を
考
え
る
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
ど
も
に
関
わ
る
お
と
な
と
し
て
子
ど
も
た
ち
へ

伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
笑
顔
で

声
掛
け
」「
決
め
つ
け
や
否
定
で
は
な
く
、ま
ず
は
受
け
止
め
る
」、

こ
ど
も
を
大
事
に
す
る
合
言
葉
「
ど
う
し
た
の
？
」「
ど
う
し

た
い
の
？
」「
手
伝
え
る
こ
と
あ
る
？
」「
い
つ
で
も
相
談
し
て

ね
。
あ
な
た
の
声
は
大
事
だ
か
ら
」
で
す
。

　

私
た
ち
も
こ
れ
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
心
に
刻
ん
で
、
子

ど
も
た
ち
に
接
し
た
い
も
の

で
す
。

　

こ
ど
も
の
こ
と
を
一
人
の

人
間
と
し
て
尊
重
し
、
ど
の

子
も
「
自
分
は
愛
さ
れ
る
た

め
に
生
ま
れ
て
き
た
」
と
思

え
る
社
会
が
一
日
も
早
く
実

現
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
。

城
西
校
区
民
児
協

　
佐
藤
　
素
子

「
あ
な
た
は
愛
さ
れ
る
た
め
に

 

生
ま
れ
て
き
た
」
西　区

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

中
止
し
て
い
た
校
区
敬
老
会
を
、

4
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
校
区
内
住
民
の
80
歳

以
上
の
名
簿
作
成
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
該
当
者
9
8
7
名
、

「
多
い
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら

も
案
内
状
を
手
渡
し
す
る
よ
う

心
掛
け
、
来
賓
者
、
会
場
設
営
、

送
迎
バ
ス
手
配
等
と
、
自
治
会
、

各
団
体
か
ら
の
応
援
を
受
け
、

当
日
は
招
待
者
1
0
0
名
に
絞

り
込
み
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

会
場
と
な
る
託
麻
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
は
、
皆
さ

ん
の
懐
か
し
い
顔
と
笑
顔
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
保
育
園
児
に
よ
る
可
愛
い

組
体
操
と
ダ
ン
ス
の
披
露
で
ス

タ
ー
ト
で
す
。
百
寿
、
卒
寿
の

方
々
へ
記
念
品
を
贈
呈
、
欠
席
者
に
は
後
日
、
民
生

委
員
よ
り
お
渡
し
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各

町
内
よ
り
日
本
舞
踊
、
ダ
ン
ス
、
3
B
体
操
、
寸

劇
の
出
し
物
が
あ
り
、
私
た
ち
民
児
協
も
紹
介
を
兼

ね
健
康
体
操
を
披
露
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

再
開
、
そ
し
て
笑
顔
、
次
回
へ
の
期
待
を
受
け
な

が
ら
お
一
人
お
一
人
に
お
祝
い
弁
当
を
配
付
し
て
各

町
内
へ
バ
ス
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

長
寿
社
会
が
続
い
て
い
く
中
、
私
達
は
見
守
り
と

相
談
者
、繋
ぐ
役
割
は
重
要
で
す
が
、緊
張
感
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

長
寿
社
会
に
集
う
敬
老
会
開
催
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他
の
校
区
の
定
例
会
は
ど
ん
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
会
の

進
め
方
は
ど
う
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
！
ま
た
レ
ジ
ュ
メ
は

ど
ん
な
形
式
で
作
成
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
思
い
か
ら
南
区
会
長
会
で
は
、
ま
ず
力
合
・
力
合
西
校

区
民
児
協
の
定
例
会
を
見
学
研
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
見
学
研
修
と
い
っ
て
も
普
段
の
定
例
会
が
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
の
研
修
で
、
初
め
て
の
試
み
で
し

た
。

　

ま
ず
レ
ジ
ュ
メ
の
形
式
が
全
く
違
い
ま
し
た
。
内
容
が

口
頭
の
周
知
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
詳
し

く
レ
ジ
ュ
メ
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
添
付
資
料

も
多
く
、
委
員
が
メ
モ
を
取
る
こ
と
な
く
周
知
さ
れ
て
お

り
、
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
よ
る
相
談
支
援
の
ヒ
ン
ト
集
」
に
よ
る
輪
読
研

修
は
他
の
校
区
で
も
取
り
入
れ
た
い
と
の
意
見
も
述
べ
ら

れ
、
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
「
他
校
区
民
児
協
の
定
例
会
見
学
研
修
」

を
継
続
し
、
各
校
区
の
定
例
会
に
参
考
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

南　区

豊
田
校
区
民
児
協

　
小
夏
　
敏
明

他
校
区
定
例
会
の
見
学
研
修

北　区

五
霊
校
区
民
児
協

　
冨
吉
美
紀
子

高
齢
者
サ
ロ
ン
と
の
か
か
わ
り

　

五
霊
校
区
は
小
学
校
3
校
と
中
学
校
1
校
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
に
サ
ロ
ン
が
あ
り
、
月
1
回
地
域
の
公
民

館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
高
齢
者
が
様
々
な
事
情
で
減
り
、

開
催
が
難
し
く
な
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
反
面
、
休

止
し
て
い
た
サ
ロ
ン
が
や
っ
ぱ
り
以
前
の
よ
う
に
皆
で
集
ま
っ
て

活
動
を
し
た
い
と
希
望
さ
れ
、
再
開
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
ま
ず
最
初
に
体
操
を
し
て
、
脳
ト
レ
、
読
み
聞
か
せ
、

昔
遊
び
、
お
茶
会
、
季
節
ご
と
の
行
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
サ
ロ
ン
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
ぐ
ら
い
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
編
み
物
の
先
生
、

お
茶
の
先
生
、
洋
裁
が
得
意
な
人
な
ど
が
い
る
の
で
講
師
と
な
っ

て
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
に
は
食
事
の
提
供
な
ど

し
て
い
た
の
で
す
が
、
現
在
は
中
止
し
て
い
ま
す
。

　

休
憩
中
の
雑
談
は
と
て
も
賑
や
か
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵

袋
状
態
に
な
り
と
て
も
勉
強
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
や
り
た
い
こ
と

な
ど
が
出
る
の
で
次
回
に
取
り
入
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

腰
や
膝
が
痛
く
て
も
頑
張
っ
て
公

民
館
ま
で
歩
い
て
こ
ら
れ
る
の
で
逆

に
私
が
励
ま
さ
れ
て
ま
す
。
皆
さ
ん

好
奇
心
が
強
く
何
に
で
も
興
味
を

持
っ
て
質
問
さ
れ
る
の
で
、
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら

せ
て
い
る
今
日
、
こ
の
頃
で
す
。

　令和７年度の全国民生委員児童委員大会が北海
道にて開催されました。
　全国の民生委員・児童委員が一堂に会し、活動
環境を取り巻く課題を共有し、今後の民生委員・
児童委員活動のさらなる充実・強化をめざして情
報交換を行いました。
　分科会ではテーマごとに全国各地の特色ある取
り組み報告がなされ、新たな視点、刺激を受けま
した。令和７年12月の一斉改選を控え、新任委員

をはじめ、仕事をしながらでも委員活動を継続で
きるようにするための環境づくり、委員本来の役
割を果たす
ため委員活
動の負担軽
減に引き続
き取り組み
たいと思い
ます。

全国民生委員児童委員大会 北海道
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「個人情報の管理は慎重に‼」 民生委員法には守秘義務が規定されています。
保有する情報には十分気を付けましょう‼　

　「酷暑」「猛暑」という表現では足りない極めて危険な今年の夏。
地球温暖化が叫ばれて久しい中、いまだに異論を唱える階層がいます。
では、何が原因でどう対応できるでしょうか。これは異常気象に限っ
たことではありません。世界各地で起きている紛争。TV 画面には紛
争地の街や人びとの悲惨な情景が映し出されている毎日です。
　このような情勢は、私たちの日常生活環境にも大きなしわ寄せと
なってきています。少子高齢化の波が急速に押し寄せている今日、
医療技術の進歩や福祉環境の整備により、平均寿命は延びている一
方、健康寿命との差の縮小は見られていません。縮まらない9～10
年もの年月を“天井を見つめるベッドの上”。わたし達の見守り、支
援の必要性が見えてきます。
　3年ごとの一斉改選。退任される方に「ありがとうございました。」
と感謝し、新たに委嘱される方に「よろしくお願いします。」と引継ぎ。
会報の編集に携わり、乳幼児から高齢者迄、各校区の様々な取り組
みを知り多くの方に触れ合えたことに感謝します。

広報委員長　　枦木　孝一

編

集
後

記

熊本市民生委員児童委員協議会
　　　　　　　広報委員会委員

震
災
の
K
I
O
K
U東

区
ブ
ロ
ッ
ク
長　

立
花　

智
子

　

７
月
10
日
（
木
）
熊
本
市
主
任
児
童
委
員
部
会
で
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
は
熊
本
地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
「
K
I
O
K
U
」
を
訪
問
し
、

震
災
遺
構
の
東
海
大
学
校
舎
や
断
層

を
見
学
し
ま
し
た
。
南
阿
蘇
村
の
被

災
状
況
や
、
今
後
も
活
動
の
恐
れ
が

あ
る
断
層
の
被
災
予
想
地
域
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
「
発
災
時
は
携
帯
ラ
ジ
オ
が
大
事

な
情
報
源
で
す
。
私
は
い
つ
も
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
ま
す
。」
と
い

う
施
設
の
方
の
言
葉
が
心
に
残

り
ま
し
た
。

　

午
後
は
２
０
２
３
年
に
完
成

し
た
東
海
大
学
臨
空
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
問
し
、
発
災
当
時
の
様

子
や
避
難
所
運
営
の
方
法
を
教

え
て
頂
き
、
日
頃
の
備
え
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後

広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
回
り
、

沢
山
の
研
究
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。
荒
木
教
授
の
「
次
に

災
害
が
起
き
た
時
は
熊
本
の

人
々
は
救
助
す
る
側
に
な
る
で

し
ょ
う
。」
と
い
う
言
葉
を
心

に
と
め
、
全
て
の
人
が
防
災
意

識
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
と
高
齢
者
の
多
世
代
交
流

西
区
城
西
校
区
民
児
協　

主
任
児
童
委
員　

池
田　

真
帆

　

城
西
校
区
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
わ
い
わ
い
ク
ラ

ブ
」
で
は
、
7
月
1
日
に
恒
例
の
校
区
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
方
々
と
の
七
夕
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

お
母
さ
ん
方
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
一
緒

に
飾
り
を
作
り
、
親
子
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。

　

作
成
し
た
短
冊
な
ど
を
入
居
者
の
方
と
一
緒
に

笹
に
飾
り
つ
け
し
た
後
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
抱
っ
こ
の
順
番
を
手
招
き
し

な
が
ら
待
っ
て
お
ら
れ
た
り
、
頬
ず
り
し
た
り
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
「
可
愛
い
ね
え
」「
抱
っ
こ
さ
せ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
全

員
が
笑
顔
に

な
り
、
温
か

い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

世
代
を
超
え

た
交
流
を
通

し
て
、
地
域

の
方
々
と
つ

な
が
る
こ
と

が
で
き
る
こ

の
活
動
を
今

後
も
継
続
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
部
会

後列（宮澤・浦郷・前田・豊田）
前列（高松・枦木・中村）


